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平成29年（2017）５月１日発行

福岡県志免町議会第82号

議会だより

平成29年度一般会計予算修正案　可決
　役場空調システムリース料削除

臨時議会　補正予算　可決
　ふるさと納税 予想を大きく上回る！

条例の制定
・志免町長給与減額　否決
条例の改正
・敬老金見直し案　否決
・水道事業給水条例の改正　可決

３
月 

定
例
会

山上り（初老賀式）　南里地区
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◇
発
行
・
福
岡
県
志
免
町
議
会

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
〒
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１
‐
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福
岡
県
糟
屋
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志
免
町
志
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中
央
１
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◇
発
行
日
・
平
成
29
年
５
月
１
日
　
◇
印
刷
・
株
式
会
社
　
三
光 

厄
払
い

��

参
加
者
み
ん
な
で
か
ら
�
て

や
る
よ

　南
里
地
区
で
は
、
古
く
か
ら

伝
わ
る
行
事
と
し
て
、
桜
の
花

の
下
で
住
民
相
互
の
親
睦
と

健
康
長
寿
を
願
う
祭
り
と
し

て『
山
上あ
が

り
』が
あ
り
ま
す
。

　祭
り
と
併
せ
て
当
年
に
厄

年（
男
子
の
40
歳
・
今
年
は
昭

和
52
年
生
ま
れ
）を
迎
え
る
方

の
厄
払
い
を
行
い
、
参
加
者
で

少
し
ず
つ
厄
を
か
ら
っ
て
や

る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　稲
永
克
彦
さ
ん（
昭
和
52
年

わが町の再再再再再再再再再再 発見

生
ま
れ
）に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

Ｑ
．
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
こ
の

行
事
に
参
加
し
、
当
り
前
み
た

い
に
駲
染
ん
で
い
た
。

　厄
年
を
迎
え
、
改
め
て
地
域

の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
て
き

た
価
値
が
わ
か
り
、
大
変
う
れ

し
い
。

～山
上
あが

り（初老賀）行事～

傍聴に是非お越しください。

議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。

ぜひお越しください。車椅子席もあります。

詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL 935-1262　FAX 935-7070
議会事務局は町役場４階です

メールアドレス：gikai@town.shime.lg.jp

次回の定例会は

６月２日予定

みんなで徹底しよう「三ない運動」
政治家の寄付は禁止

有権者が求めることも禁止
政治
家は有権者に寄付を

贈らない!
有権
者は政治家に寄付を

求めない!

政治
家から有権者への寄付は

受け取らない !

【議会広報特別委員会】

お知らせ

発
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３月
定例会

入ってくる
お金

町税
52億589万円
41.5％

地方譲与税
9000万円　0.7％

利子割交付金
260万円　0.0％
配当割交付金
1800万円　0.1％

株式等譲渡所得割交付金
1000万円　0.1％

地方消費税交付金
6億8000万円　5.4％

自動車取得税交付金
2800万円　0.2％

地方特例交付金
3900万円　0.3％

地方交付税
17億9630万円
14.3％

交通安全対策特別交付金
1100万円　0.1％

分担金及び負担金
2億7741万円　2.2％

使用料及び手数料
2億2150万円　1.8％

国庫支出金
16億2723万円
13.0％

町債
6億4220万円　5.1％

諸収入
2億9280万円　2.3％

繰越金
3億円　2.4％

繰入金　2億4479万円　2.0％
寄附金  7000万円  0.5％
財産収入
907万円　0.1％

県支出金
9億8584万円　7.9％

使うお金 民生費
57億7282万円
46.0％

衛生費
18億8346万円
15.0％

議会費
1億2201万円　1.0％

総務費
11億8877万円　9.5％

教育費
11億4798万円　9.2％

公債費
10億9783万円　8.7％

予備費
4388万円　0.3％

土木費
5億9487万円　4.7％
土木費
5億9487万円　4.7％

消防費
5億4170万円　4.3％
消防費
5億4170万円　4.3％

農林水産業費
9967万円　0.8％

商工費
5864万円　0.5％

２年連続、当初予算を修正　　125億5163万円  可決
平成29年度一般会計125億5900万円から  737    万円（役場空調システムリース料）削除

修
正
動
議
提
出

　

予
算
常
任
委
員
会
（
古
庄
信

一
郎
委
員
長
）
で
※
債
務
負
担
行

為
の
「
空
調
シ
ス
テ
ム
リ
ー
ス

料　

限
度
額
３
億
３
１
６
４
万

円
」（
期
間
平
成
29
年
度
契
約
締

結
の
日
か
ら
15
年
間
）
を
削
除

し
、
こ
れ
に
よ
り
29
年
度
シ
ス

テ
ム
リ
ー
ス
料
７
３
７
万
円
を

（
委
員
長
か
ら
の
指
摘
）

　
予
算
の
説
明
不
足
等
に
よ
り
、

議
会
に
よ
る
予
算
修
正
な
ど
、
近

年
に
な
い
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

　
課
内
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
け

ば
解
る
こ
と
で
あ
り
、
反
省
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

３
月
定
例
会
は
、
３
日
か
ら
23
日
ま
で
21
日
間
の
予
定
で
し
た
が
、
予
算
委
員
会
審
議
延
長
に
よ
り
、

24
日
ま
で
の
22
日
間
、
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
22
件
を
可
決
、
３
件
を
否
決
、
意
見
書
１
件
を
否
決
。
人
事
案
件
１
件
に
同
意
。

　

一
般
質
問
は
３
月
６
日
、
７
日
、
８
日
の
３
日
間
で
10
人
が
行
い
ま
し
た
。

町税は５年連続で増収　前年度より２億1968万円増
地方交付税　前年度より１億6874万円減
基金の取り崩し　前年度より7177万円減総務費　

志免町おうえん基金積立金（ふるさと納税関連）
前年度より　9083万円増

消防費　
消防自動車購入、消防団格納庫新築工事など
前年度より　4836万円増

教育費　
総合公園野球場の改修工事など　前年度より8300万円増

平成29年度　当初予算　特別会計

平成29年度　公営企業会計

・住宅新築資金	 １２７３万円（全員賛成可決）
・国民健康保険	 ５３億	９７００万円（全員賛成可決）
・後期高齢者医療	 ５億	５７７０万円（賛成多数可決）

・水道事業	 １２億	２５８０万円（全員賛成可決）
・流域関連公共下水道	 １１億	７５２１万円（全員賛成可決）

削
除
す
る
修
正
動
議
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
修
正
の
理
由
は

・
説
明
の
内
容
が
乏
し
い
。

・�

ベ
ー
ス
の
根
拠
が
な
い
。

・�

地
元
業
者
を
大
切
に
す
る
配

慮
が
な
い
等
々
。

※
債
務
負
担
行
為
と
は

　

１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年

度
で
終
了
せ
ず
に
、
後
年
度
に

お
い
て
も「
負
担
＝
支
出
」を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、

議
会
の
議
決
を
経
て
そ
の
期
間

と
額
を
確
定
す
る
も
の
で
す
。
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町政80周年記念事業
● 140 万円
　平成 31年４月に迎える町制 80周年の記念イベントを行う準備のため。

　志免町マスコットキャラクターの作成など。

情報化推進事業
●２億 297 万円
�　個人番号カードを利用して全国のコンビ
ニ等で住民票、印鑑登録証明書等を取得で
きるシステムを構築し、平成 30 年１月よ
り実施予定。2428 万円等々

シルバー人材センター運営
補助事業
● 1016 万円
　県補助金交付終了により、町の補助金を増
額するため。

自主防災組織活動
支援事業
● 349 万円
　防災指導員の雇用（259 万円）による増

竪坑櫓保存管理事業
● 2562 万円
●４ヵ年総額　６億 6541 万円

　（国・県支出金）　　　　　３億 3222 万円
　（地方債）　　　　　　　　１億 8000 万円
　（志免町おうえん寄付金）　　　�9290 万円
　（一般財源）　　　　　　　　　��6028 万円
　�平成 29年度～平成 32年度の４ヵ年事業（継続費）

高齢者保健福祉計画策定事業
● 321 万円
　平成 30年～ 32年の計画を策定するもの。

29年度当初予算・主な事業

広域ごみ処理施設周辺対策協力金
（平成30年度から平成34年度まで）
● 3000 万円
　ゴミ処理の５年延長に伴い、「クリーンパークわかすぎ」の
地元協力金として毎年600万円を５年間支払うもの。

債務負担行為
広域ごみ処理施設事業費負担金（平成30年度から平成34年度まで）
● 17 億 1017 万円
　・維持管理費　　���　15 億 2436 万円

　・その他（地元要望工事）　6820 万円

新規

拡大

社会福祉協議会運営補助事業
● 4927 万円
（前年度より 243 万円増）
�　産休育休職員復職による人件費増及び役員
改選による役員活動費増のため。

クリーンパークわかすぎ

反
対
討
論
　
助
村
千
代
子�

議
員

　

一
般
会
計
予
算
は
お
お
む

ね
評
価
は
す
る
が
、
竪
坑

櫓
保
存
管
理
事
業
継
続
費

６
億
６
千
５
０
０
万
円
で
保
存

工
事
を
行
う
。
保
存
に
は
賛
否

両
論
。
社
会
保
障
費
、
公
共
施

設
の
更
新
、
起
債
償
還
、
基
金

取
り
崩
し
と
厳
し
い
財
政
が
試

算
さ
れ
て
い
る
。
国
の
重
要
文

化
財
と
い
え
ど
も
、
多
額
の
予

算
を
か
け
、
将
来
に
負
担
を
残

さ
な
い
と
言
え
る
の
か
。

　

不
安
と
疑
問
を
感
じ
る
。

反
対
討
論
　
末
藤
　
省
三�

議
員

　

社
会
保
障
や
医
療
及
び
介
護

な
ど
負
担
増
、給
付
削
減
を
次
々

と
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

年
金
減
額
を
始
め
、
老
人
の

孤
独
死
は
昨
年
か
ら
多
く
見
受

け
ら
れ
る
。
そ
の
反
面
、
竪
坑

櫓
保
存
に
６
億
６
千
万
円
。

　

警
固
断
層
に
つ
づ
き
宇
美
断

層
と
日
向
峠
断
層
に
よ
る
耐
震

調
査
。
住
民
の
声
を
十
分
に
聞

い
て
対
応
。
将
来
的
活
用
計
画

を
住
民
に
示
す
べ
き
。

賛
成
討
論
　
古
庄
信
一
郎�

議
員

　

竪
坑
櫓
を
保
存
す
る
町
の
Ｐ

Ｒ
ビ
デ
オ
の
効
果
で
、
八
千
数

百
万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
も
実

現
。子
供
た
ち
も「
櫓
は
町
の
宝
、

絶
対
に
残
し
て
」
と
大
き
な
声

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
櫓
下
で
は

色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。
勝

田
線
廃
止
で
の
議
会
対
応
を
教

訓
に
、
先
人
の
残
し
て
く
れ
た

宝
を
将
来
の
町
づ
く
り
、
町
の

収
入
増
の
柱
と
し
て
、
議
会
も

建
設
的
に
考
え
る
べ
き
。

賛
成
討
論
　
丸
山
真
智
子�

議
員

　

竪
坑
櫓
は
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

タ
ワ
ー
型
で
世
界
に
現
存
す
る

の
は
３
ヶ
所
だ
け
で
産
業
、
技

術
史
上
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昭
和
の
産
業
遺
産
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
に

思
う
教
育
遺
産
で
も
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
総
額
の
う
ち

１
８
１
８
万
円
が
文
化
財
の
活

用
を
希
望
。

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
竪
坑

櫓
を
中
心
と
し
た
交
流
型
産
業

の
創
出
に
は
、こ
の
予
算
が
必
要
。

国重要文化財竪坑櫓

補助金の増額
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平成28年度補正予算

2854万円減額　 総額133億2333万円
 　　　　　賛成多数で可決

●町税	 ２億6000万円増
・法人税	 １億9000万円増

・固定資産税	 7000万円増
個人町民税所得割・法人町民税法人税割・固定資産税（償却資産）などの増

●児童手当	国庫負担金	 3790万円減
児童手当て対象児童数が見込みより減

●臨時福祉給付金事業費補助金	 1733万円減

●児童手当	県負担金	 610万円減

●繰入金	 1億8700万円減

●諸収入	 887万円増
宇美町・志免町衛生施設組合負担金887万円増

●町債	 9680万円減
小中学校エアコン設置の国の補助額が増加したため

●障害者自立支援給付費	 1404万円増
居宅介護等は減少、グループホームと施設通所が増加したため。

●臨時福祉給付金	 1733万円減
申請者が少なかったため。

●宇美町・志免町衛生施設組合負担金	 1049万円減
繰越金増、負担金減、資源物売却収入増、点検修繕料減などのため。

●粕屋南部消防組合負担金	 1205万円減
　　 負担金減

●志免宇美線整備事業負担金	 1300万円減
　　 事業の遅れのため。

一　般　会　計

補正の主なもの

（賛成10：反対１）

歳入

歳出

臨 時 会 �ふるさと納税6540万円増額
・�

平
成
28
年
度
一
般
会
計
　

補
正
予
算

　

志
免
町
お
う
え
ん
寄
附
金
で
、

12
月
に
予
算
を
大
き
く
上
回
る
寄

附
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
予
算
を

増
額
し
、
本
事
業
の
一
層
の
推
進

を
図
る
も
の
。

　

当
初
予
算
額
四
六
〇
万
円
に

六
五
四
〇
万
円
を
増
額
し
、
積
立

金
を
七
〇
〇
〇
万
円
に
す
る
も
の

で
す
。

寄
附
の
状
況

�（
平
成
29
年
１
月
31
日
現
在
）

寄
附
件
数　

七
万
五
四
三
八
件

寄
附
額　

六
一
九
四
万
円

　

寄
附
額
が
大
幅
に
急
増
し
た
主

な
点
は
、
28
年
12
月
９
日
よ
り
サ

イ
ト
で
は
日
本
最
大
手
の
楽
天
ふ

る
さ
と
納
税
に
参
加
し
た
事

　
全
員
賛
成�

可
決

・�

平
成
28
年
度
流
域
関
連
公
共

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

桜
丘
地
区
の
下
水
道
管
の
更
正
や
マ

ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
交
換
工
事
の
入
札
差

金
に
よ
り
交
付
金
に
残
額
が
生
じ
た
た

め
、
29
年
に
予
定
し
て
い
た
事
業
の
一

部
を
前
倒
し
し
て
実
施
す
る
も
の

　

下
水
道
事
業
費
２
６
９
万
円�

増

　
全
員
賛
成�

可
決

平成29年２月17日開催

マンホールふた交換工事

寄附の詳細� （H29.1 月末現在）

寄附使途 寄附金額
（万円） 割合（％）

①�将来を担う子どもたちの教育環境整備に関する事業 1,645 26.6
②�歴史的資料や文化財の保護、活用に関する事業 1,818 29.3
③�安全に配慮した社会基盤の整備に関する事業 167 2.7
④�地域の活性化に関する事業 522 8.4
⑤�自然環境の保護や景観づくりに関する事業 456 7.3
⑥�健康増進と福祉の向上に関する事業 329 5.3
その他目的達成のために町長が必要と認める事業 1,134 18.4
※ともにともそうプロジェクト 123 2.0

合　計 6,194 100 ふるさと納税返礼品
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志
免
町
職
員
の
勤
務
時
間
・
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　

介
護
を
行
う
職
員
の
超
過
勤
務
の
免
除

　

養
子
縁
組
里
親
を
本
条
例
に
規
定
・
条
ず
れ
等
用
語

整
理
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行
・
29
年
１
月
１
日
よ
り
適
用

�

全
員
賛
成�

可
決

志
免
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

①
法
人
税
割
の
税
率
の
引
き
下
げ

②�

軽
自
動
車
税
関
係
は
自
動
車
取
得
税
の
廃
止
と
環
境

性
能
割
の
創
設
。
ど
ち
ら
も
平
成
31
年
10
月
１
日
ま

で
延
期
。

　

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見
直
し
は
一
年
間
延
長
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行

�

賛
成
多
数�

可
決

志
免
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

水
道
料
金
の
区
分
を
２
区
分
か
ら
、
家
事
用
、
共
用
栓

用
、
事
業
用
の
３
区
分
に
し
、
家
事
用
共
用
栓
用
の
基
本

水
量
の
見
直
し
と
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
の
見
直
し
。

�

賛
成
多
数�
可
決

施
行
日
は
平
成
29
年
４
月
１
日

条　　　例
志
免
町
敬
老
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
及
び
財
政
健
全
化
を
推
進

す
る
取
組
等
を
勘
案
し
支
給
の
見
直
し
を
行
う
。

　

支
給
対
象
者
の
80
歳
・
90
歳
を
削
る
。
１
０
１
歳
以

上
の
支
給
額
を
三
万
円
を
一
万
円
に
変
更
す
る
。

�

賛
成
少
数�

否
決

町の憲法

第
３
号
議
案
審
査
特
別
委
員
会（
全
員
）

志
免
町
長
の
給
与
月
額
の
減
額
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
31
年
４
月
30
日
ま
で
の
間
、

町
長
の
給
与
を
給
与
月
額
か
ら
10
％
削
減
す
る
。

�

賛
成
少
数�

否
決

反
対
討
論
　
二
宮
美
津
代
　
議
員

　

志
免
町
特
別
職
給
与
等
審
議
会
条
例
で
町
長
の
給
与
等
の
額

に
関
す
る
条
例
を
議
会
に
提
案
す
る
と
き
に
は
、
審
議
会
の
意

見
を
聞
き
、
結
果
に
つ
い
て
答
申
を
受
け
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
審
議
会
に
諮
問
し
な
か
っ
た
の
か
。
額
が
妥
当
で
あ

る
か
な
ど
提
案
が
、
唐
突
で
あ
る
。
減
額
に
よ
る
手
法
で
は
な

く
、
政
策
を
通
じ
、
結
果
を
出
し
て
い
た
だ
く
事
が
大
事
。

志
免
町
特
別
職
の
職
員
で
臨
時
又
は

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
す

る
条
例
の
制
定

　

福
岡
県
外
へ
出
張
し
た
場
合
日
当
と
し
て
一
夜
に
つ

き
３
３
０
０
円
支
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

�

賛
成
少
数�

否
決

①基本水量見直し

基本水量　10㎥／月（20㎥／２ヵ月）→�０㎥／月

②基本料金見直し

　一般（家庭用）基本料金��1,380円／月（税抜）→�1,300円／月（税抜）

　共用栓　　　　　　　　��1,380円／月（税抜）→����650円／月（税抜）

③従量料金見直し

　使用水量　10㎥まで／月

　一般（家庭用）　　　　　　��０円／㎥（税抜）→　　８円／㎥（税抜）

　共用栓　　　　　　　　　 ��０円／㎥（税抜）→　���73円／㎥（税抜）

水道料金見直し
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保
育
園
民
営
化
と
保
育
行

政
・
学
童
保
育
に
つ
い
て

亀
山
保
育
園
民
営
化
へ

　

45
年
が
経
過
、
老
朽
化
と
耐

震
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い

為
、園
舎
の
建
て
か
え
が
必
要
。

　

町
が
建
て
か
え
た
場
合
、
国

の
保
育
所
設
備
交
付
金
の
対
象

外
と
な
る
た
め
、
民
間
に
移
譲

し
、
社
会
福
祉
法
人
が
、
補
助

を
受
け
建
て
か
え
る
方
法
を
と

る
。

　

残
り
２
園
に
つ
い
て
町
長
よ

り
「
東
保
育
園
も
古
く
建
て
か

え
が
必
要
。
東
地
区
体
育
館
等

も
含
め
先
を
見
据
え
た
計
画
を

た
て
た
い
。
将
来
的
に
は
一
園

は
町
立
で
残
し
た
い
」
と
の
答

弁
。

　

委
員
よ
り
、
前
回
民
営
化
し

た
時
の
課
題
や
民
営
化
す
る
事

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

明
確
に
す
る
べ
き
と
の
意
見
が

だ
さ
れ
た
。

学
童
保
育
の
待
機
児
童

が
多
く
、
大
変
な
事
態
に

　

４
月
か
ら
の
学
童
状
況
は
定

数
４
２
０
名
に
対
し
待
機
児
童

が
１
４
０
名
で
る
と
の
事
。
支

援
員
が
や
め
た
の
が
原
因
で
支

援
員
確
保
の
緊
急
対
策
と
し

て
、
給
与
の
改
善
、
求
人
広
告

な
ど
を
し
、
採
用
手
続
が
で
き

し
だ
い
入
所
決
定
を
通
知
す
る

と
の
事
。

　

委
員
よ
り
４
年
生
以
上
を

受
け
入
れ
る
件
も
聞
い
て
い
な

い
。
場
所
の
確
保
も
で
き
て
い

な
い
。
大
丈
夫
な
の
か
。
親
か

ら
不
安
の
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。

実
態
の
大
変
さ
が
わ
か
っ
て
い

る
の
か
と
、
厳
し
く
指
摘
を
し
、

最
善
を
尽
く
す
よ
う
要
請
。

　

３
月
１
日
の
報
告
で
３
年
生

ま
で
全
員
は
い
れ
た
と
の
事
。

　

委
員
会
に
学
童
保
育
連
合
会

会
長
・
副
会
長
を
参
考
人
と
し

て
呼
び
意
見
を
う
か
が
っ
た
。

　

役
員
の
大
変
さ
、
な
り
手
の

な
い
状
況
、
支
援
員
や
事
務
局

の
あ
り
方
等
意
見
が
だ
さ
れ
、

早
急
な
解
決
や
対
策
を
強
く
要

望
さ
れ
た
。
今
後
問
題
点
を
拾

い
出
し
、
議
会
、
行
政
学
童
連

合
会
が
し
っ
か
り
話
し
あ
い
進

め
て
い
く
必
要
を
確
認
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
支
援
室
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て

　

運
営
委
託
業
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ミ
デ
ィ
エ
イ
ド
か
ら
、

取
り
組
み
や
現
状
の
説
明
を
受

け
た
。
委
員
よ
り
支
援
室
の
あ

り
方
、
場
所
、
利
用
時
間
、
登

録
制
度
な
ど
多
く
の
質
問
が
だ

さ
れ
た
。

小
・
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て

　

空
調
設
備
運
用
指
針
（
案
）・

空
調
設
備
更
新
計
画
（
案
）
が

出
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
小
学

校
講
師
が
暴
力
に
よ
り
逮
捕

さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　

緊
急
保
護
者
会
を
開
き
説

明
。

　

子
ど
も
達
へ
の
対
応
と
し

て
、
県
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
を
学
校
に
派
遣
。

　
委
員
会
と
し
て
は
事
件
に

誤
っ
た
報
道
も
あ
り
、
マ
ス
コ

ミ
対
応
が
で
き
て
い
な
い
、
新

聞
社
や
マ
ス
コ
ミ
に
抗
議
す
べ

き
と
要
望
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

（太字は委員会の要望、要請）

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

在
宅
医
療
の
推
進

”に
の
さ
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
“

院
長
の
講
演
会
開
催

　

２
月
19
日
に
は
多
職
種
連
携

を
兼
ね
た
住
民
啓
発
講
演
会
を

開
催
し
、
に
の
さ
か
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
二
ノ
坂
院
長
の
在
宅
医
療

を
支
え
る
チ
ー
ム
の
連
携
の
お

話
が
あ
り
、
２
２
１
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
福
祉
推
進
委
員
の

地
域
の
見
守
り
活
動
の
紹
介

で
は
参
加
者
か
ら
志
免
町
を

み
ん
な
で
助
け
合
う
地
域
に

し
た
い
な
ど
の
感
想
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

認
知
症
施
策
の
推
進

「
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
」
29
年
度

稼
働
予
定

　

認
知
症
の
方
や
家
族
に
早
期

に
関
わ
る
こ
と
で
、
早
期
診

断
・
早
期
対
応
に
向
け
た
支
援

を
行
う
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
設
置
の
準
備
を
進
め
て

い
る
が
、
チ
ー
ム
の
活
動
状
況

及
び
初
期
支
援
事
業
の
評
価
検

討
等
を
行
う
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
第
１
回
の
協
議
を
行
っ

た
と
の
こ
と
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
と

知
識
の
啓
発
を
行
い
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
よ
う
に
と
の
意
見
が

出
た
。

住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
担
う
の
は

社
会
福
祉
協
議
会

　

住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
体
制
構
築
に
つ
い
て
は
第
９

回
目
の
住
民
交
流
会
で
協
議
体

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
、
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
担
う
社
協
と
町
、
協
議

体
に
参
加
さ
れ
る
住
民
と
共
に

構
築
を
進
め
て
い
る
。

障
害
児
通
所
支
援

各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
が
増
加

　

障
害
児
通
所
支
援
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
、
ひ
と
月
の
利
用

状
況
の
３
年
間
の
推
移
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　

児
童
発
達
支
援
（
パ
ワ
フ
ル

キ
ッ
ズ
）
に
つ
い
て
は
平
成
26

年
11
月
の
利
用
者
が
60
名
、
平

成
27
年
が
70
名
、
平
成
28
年
が

82
名
と
増
加
。

　

一
人
当
た
り
の
利
用
日
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

保
育
所
等
訪
問
に
つ
い
て
は

平
成
26
年
11
月
の
利
用
者
が
29

名
、
平
成
27
年
が
46
名
、
平
成

28
年
が
68
名
と
増
加
。

　

一
人
あ
た
り
の
利
用
日
数
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

両
方
と
も
主
に
柚
の
木
福
祉

会
の
利
用
だ
が
、
利
用
者
の
増

加
に
よ
り
、
児
童
発
達
支
援
の

一
人
当
た
り
の
日
数
が
減
少
す

る
た
め
、
今
後
は
保
育
所
等
訪

問
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
。

　

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
平
成
26
年
11
月
の
利
用

者
が
46
名
、平
成
27
年
が
65
名
、

平
成
28
年
が
87
名
と
増
加
。

　

一
人
当
た
り
の
利
用
日
数
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

提
供
す
る
事
業
所
が
柚
の
木

福
祉
会
の
Ｐ
Ｋ
２
を
含
め
て
平

成
26
年
11
月
が
11
事
業
所
だ
っ

た
も
の
が
、
平
成
28
年
に
は
28

事
業
所
の
利
用
が
あ
り
、
そ
の

影
響
で
粕
屋
地
区
の
事
業
所
だ

け
で
な
く
、
福
岡
市
、
大
野
城

市
、
福
津
市
な
ど
の
事
業
所
も

利
用
さ
れ
、
そ
の
ニ
ー
ズ
の
大

き
さ
が
実
感
さ
れ
る
と
の
こ

と
。

　
委
員
よ
り
、
ニ
ー
ズ
の
増
加

に
伴
い
参
入
業
者
が
増
加
し
て

い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
要
望

し
た
。

委員会報告
（調査・研究）

町づくり支援室視察

地域宅括ケアをみんなで作ろう（講演会）
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３月定例会賛否結果表
議案名

採 

決 

結 

果

近
藤
　
辰
也

寺
田
　
秀
和

牟
田
口
　
武
史

安
河
内
　
信
宏

吉
田
　
大
作

助
村
　
千
代
子

野
上
　
順
子

丸
山
　
真
智
子

牛
房
　
良
嗣

古
庄
　
信
一
郎

二
宮
　
美
津
代

大
林
　
弘
明

末
藤
　
省
三

○ ⇒ 賛成
● ⇒ 反対
－ ⇒ 退席
欠 ⇒ 欠席

志免町長の給料月額の減額に関する条例の制定について 否決 欠席 ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● 欠席 ○

志免町特別職の職員で臨時又は非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

否決 欠席 ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● 欠席 ○

志免町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

志免町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

志免町個人情報保護条例及び行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

志免町税条例等の一部を改正する条例の制定について 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

志免町敬老金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

否決 欠席 ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● 欠席 ●

志免町青少年問題協議会設置条例の一部を改正する条例の制
定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

志免町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

志免町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠席 ○

志免町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

志免町道路線の認定について 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

志免町道路線の変更について 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成28年度志免町一般会計補正予算（第５号） 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

平成28年度志免町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成28年度志免町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成28年度志免町水道事業会計補正予算（第２号） 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成28年度志免町流域関連公共下水道事業会計補正予算
（第３号） 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成28年度志免町公共施設公益施設整備拡充基金特別会計予算 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成29年度志免町一般会計予算（修正） 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 欠席 ●

平成29年度志免町一般会計予算（修正部分を除く） 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

平成29年度志免町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成29年度志免町国民健康保険特別会計予算 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成29年度志免町後期高齢者医療特別会計予算 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

平成29年度志免町水道事業会計予算 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成29年度志免町流域関連公共下水道事業会計予算 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

固定資産評価審査委員会委員の選任について 賛成多数で同意

子どもの新たな医療費助成制度を創設し、国民健康保険の国
庫負担減額調整措置の廃止を求める意見書

不採択 欠席 ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● 欠席 ○

※議長は採決に加わらない。

提出者　末藤省三　議員

　子どもの新たな医療費助成制度を創設するとともに、子どもの医療費助成など地方単独の事業に
対する、国民健康保険の国庫負担減額調整措置の廃止を求める

賛成少数　否決

意 見 書

３
月
定
例
会
に
つ
い
て

　

会
期
は
３
月
３
日
か
ら
23
日
ま

で
の
21
日
間
。（
※
予
算
常
任
委

員
会
の
審
査
の
都
合
に
よ
り
、
１

日
会
期
が
延
期
さ
れ
22
日
間
に
変

更
）

　

議
案
は
26
議
案
が
提
案
さ
れ
、

報
告
が
１
件
。

　

最
終
日
に
人
事
案
件
の
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
１
名
選
任
が
提

出
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
請
願
と
陳
情
は
な
く
、

意
見
書
が
１
件
提
出
予
定
。

　

３
月
17
日
に
全
員
協
議
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
、
協
議
事
項
は

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
で
す
。

　

自
然
活
用
型
ぼ
た
山
開
発

の
平
成
28
年
度
測
量
業
務
に

つ
い
て

　

２
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
国
鉄
志
免
炭
鉱
ぼ
た
山
開
発

推
進
協
議
会
の
志
免
、
須
恵
、
粕

屋
の
３
町
長
に
よ
る
協
議
内
容
の

報
告
を
受
け
た
。

　

昨
年
７
月
の
協
議
会
総
会
で
承

認
さ
れ
た
自
然
活
用
型
ぼ
た
山
開

発
の
平
成
28
年
度
の
事
業
と
し
て

の
「
測
量
業
務
」
に
つ
い
て
、
測

量
と
設
計
を
同
時
に
行
う
方
が
安

価
と
の
理
由
で
、
28
年
度
に
は
行

わ
な
い
と
の
こ
と
。

　

総
会
で
決
定
し
た
こ
と
を
、
町

長
と
事
務
局
だ
け
で
話
し
合
っ
て

変
更
す
る
こ
と
で
い
い
の
か
と
の

意
見
が
出
た
。

今
後
も
継
続
し
て
い
く
提
案

事
項
と
し
て

・�

上
下
水
道
事
業
の
将
来
的
な
統

合
・
合
併
。

・�

須
恵
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
か
ら

伸
び
る
宇
美
へ
の
道
路
整
備
、

志
免
へ
の
道
路
整
備
。

・�

し
尿
処
理
場
、
最
終
処
分
場
の

共
同
利
用
。

・�

広
域
の
防
災
計
画
の
連
携
。

・�

災
害
時
の
対
応
と
し
て
、
相
互

応
援
す
る
基
本
協
定
が
あ
る
、

不
足
が
な
い
か
調
査
研
究
。

・�

バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、
時
刻
表

や
バ
ス
停
の
歩
み
寄
り
を
協
議

検
討
。

・�

婚
活
に
つ
い
て
三
町
広
域
の
合

同
開
催
を
提
案
。

　

今
後
の
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
決
定
権
が
な
い
の
で
各
町

所
管
委
員
会
を
通
じ
て
、
執
行
部

へ
政
策
提
言
・
提
案
を
行
う
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

　

第
31
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
「
し
め
議
会
だ
よ
り

　

第
78
号
」
を
応
募
し
て
審
査
の

結
果
が
出
た
。

　

指
摘
を
さ
れ
た
点
を
見
直
し
、

読
者
の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す

い
広
報
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
。

議
会
運
営
委
員
会

志
免
炭
鉱
ぼ
た
山
対
策 

特
別
委
員
会

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政 

調
査
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会
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一般質問

吉田 大作 議員

ズバリ町政を問う
吉田　大作　議員��  15P
①福祉巡回バスの利用について

二宮美津代　議員��  16P
①子育て世代包括支援センターを
②学校にフッ化物洗口の導入経緯

牛房　良嗣　議員��  17P
①中学の学力低迷を突破せよ
②譲りあい常設センターの設置を

丸山真智子　議員��  18P
①土地開発や民間活用で税収増を
②町のイメージアップを図るには

寺田　秀和　議員��  19P
①消防団員の認知度と好感度
②生活道路も幹線道路の抜け道

野上　順子　議員��  20P
①特別支援学校の子も町の子か
②自主防災組織で障害の子も守る

牟田口武史　議員��  21P
①学校教育の現状と対応

助村千代子　議員��  22P
①ごみの資源化で循環型社会構築
②見守り活動の基盤整備が不可欠

古庄信一郎　議員��  23P
①一般質問後の対応の共有化を
②広報はお知らせ型から対話型へ

末藤　省三　議員��  24P
①年金カットをどう考えるか
②入学準備金制度は入学前に

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般
（
一
般
事
務
・
事

務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）
に
つ

い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

質
問
の
内
容
は
事
前
に
通
告
し
、
持
ち
時
間
30
分
の

範
囲
内
で
※
１
問
１
答
で
行
い
ま
す
。

　
※
質
疑
、
答
弁
を
理
解
す
る
ま
で
繰
り
返
す
方
法

会
議
録
に
基
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館

に
置
く
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問

順
と
し
て
い
ま
す
。

※桜は志免町花です

福祉巡回バスの利用について
答弁／お気づきの点は改善していく

吉
田　

福
祉
巡
回
バ
ス
の
意
図

目
的
は
。

福
祉
課
長　

福
祉
施
設
利
用
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
。

吉
田　

約
一
ヶ
月
か
け
て
、
福

祉
巡
回
バ
ス
に
全
便
乗
っ
て
み

た
。

　

町
長
、
課
長
は
乗
ら
れ
た
事

は
あ
る
か
。

福
祉
課
長　

何
コ
ー
ス
か
は

乗
っ
た
。

町
長　

こ
の
３
〜
４
年
の
間
に

２
回
ほ
ど
乗
っ
た
。

吉
田　

バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

の
声
は
届
い
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

電
話
や
ア
ン
ケ
ー

ト
、
町
内
会
ご
と
の
要
望
、
町

長
の
出
前
ト
ー
ク
で
伺
っ
て
い

る
。

吉
田　

便
に
寄
っ
て
の
利
用
者

の
数
の
チ
ェ
ッ
ク
は
。

福
祉
課
長　

コ
ー
ス
ご
と
に
利

用
者
の
人
数
を
集
計
し
、
把
握

し
て
い
る
。

吉
田　

バ
ス
の
運
行
表
と
か
時

刻
表
な
ど
バ
ス
に
関
す
る
案
内

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
、
福
祉
課
の
窓
口
、
シ
ー
メ

イ
ト
等
に
置
い
て
あ
る
。

吉
田　

バ
ス
の
案
内
の
館
内
放

送
、
シ
ー
メ
イ
ト
で
は
、
や
っ

て
い
る
が
望
山
荘
で
は
、
や
っ

て
い
な
い
が
。

町
長　

望
山
荘
で
も
放
送
し
て

い
き
た
い
。

吉
田　

よ
く
停
車
す
る
、
本
数

の
多
い
バ
ス
停
は
色
分
け
も
さ

れ
見
や
す
い
が
、
本
数
が
少
な

い
バ
ス
停
は
非
常
に
見
に
く

い
、
見
や
す
さ
の
徹
底
を
。

福
祉
課
長　

徐
々
に
段
階
的
に

改
善
し
て
行
き
た
い
。

吉
田　

バ
ス
利
用
者
の
方
で
巡

回
バ
ス
に
乗
る
ま
で
、
無
料
と

知
ら
な
か
っ
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。

　

料
金
無
料
を
バ
ス
停
や
時
刻

表
で
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
改
善
し
て
い
き
た

い
。

吉
田　

福
祉
巡
回
バ
ス
を
買
い

物
に
利
用
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
が
お
ら
れ
る
。

　

巡
回
バ
ス
は
、
病
院
・
銀
行
・

保
育
園
・
フ
ァ
ミ
レ
ス
・
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
・
郵
便
局
の
前
に
も

停
ま
る
。
使
い
よ
う
に
よ
っ
て

は
非
常
に
便
利
だ
と
思
う
が
。

町
長　

自
由
に
使
わ
れ
て
良
い

と
思
う
。

吉
田　

高
齢
者
の
免
許
返
納
も

含
め
、
バ
ス
の
果
た
す
役
割
は

大
き
く
な
る
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
利
用

し
て
頂
き
た
い
。

福祉巡回バスとバス停
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牛房 良嗣 議員

一般質問一般質問

二宮 美津代 議員

子育て世代包括支援センターを
答弁／スピーディーに取り組む

二
宮　

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
と
し
て
、
総
合
戦
略
で

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
整
備
の
充
実
を
謳
っ
て
い

る
。

　

具
体
的
事
業
で
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
。

健
康
課
長　

関
係
す
る
課
（
健

康
・
子
育
て
支
援
・
経
営
企
画
）

で
協
議
。
新
し
く
施
設
は
作
ら

ず
、
人
材
配
置
に
よ
る
連
携
体

制
の
構
築
を
行
う
。

二
宮　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
支
援
拠
点
と
し
て
、

庁
舎
一
階
に
窓
口
を
置
き
、
セ

ン
タ
ー
の
看
板
を
上
げ
る
方
策

な
ど
手
立
は
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

一
つ
の
場
所
で
包
括
的

に
行
う
方
が
よ
い
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
。
研
究
を
行
う
。

二
宮　

総
合
戦
略
は
５
ヶ
年
計

画
。
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
か
ら
２
年

目
、や
る
か
や
ら
な
い
か
、ト
ッ

プ
の
判
断
で
は
。

町
長　

早
い
時
期
に
や
る
べ

く
、
再
三
打
ち
合
せ
を
行
っ
て

い
る
。

二
宮　

委
員
会
で
先
進
自
治
体

和
光
市
の
視
察
も
し
て
い
る
。

　

志
免
町
と
し
て
の
や
り
方
を

考
え
研
修
を
生
か
す
べ
き
。

　

色
々
な
取
り
組
み
が
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
開
設
の
素
地
は
出
来

て
い
る
。

町
長　

で
き
る
こ
と
は
し
っ
か
り

と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
っ
て
い
き

た
い
。

学
校
に
フ
ッ
化
物
洗
口
の
導
入
経
緯

答
弁
／
郡
歯
科
医
師
会
の
推
奨

二
宮　

フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
。

学
校
教
育
課
長　

フ
ッ
化
物
を

低
濃
度
で
用
い
週
一
回
う
が
い

を
し
て
虫
歯
を
予
防
す
る
。

二
宮　

集
団
洗
口
の
問
題
点
は
。

学
校
教
育
課
長　

科
学
的
根
拠

に
基
づ
く
虫
歯
予
防
で
安
全
。

二
宮　

フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
は

劇
薬
で
希
釈
し
て
使
用
す
る

が
、
管
理
上
の
問
題
や
誤
飲
、

洗
口
後
の
使
用
資
材
の
処
理
な

ど
課
題
が
あ
る
。
調
査
は
さ
れ

た
か
。

教
育
長　

安
全
と
い
う
上
で
使

用
。
問
題
等
が
出
れ
ば
そ
れ
を

も
と
に
対
応
す
る
。

二
宮　

洗
口
を
行
っ
て
改
善
さ

れ
た
明
確
な
根
拠
も
な
く
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
臨
床
実
験
も
な

い
。

　

集
団
で
な
く
フ
ッ
素
塗
布
や

歯
み
が
き
を
個
々
で
す
べ
き
で

は
。

　

今
後
全
小
学
校
に
広
げ
る
の

か
。

町
長　

郡
の
町
長
会
で
、
郡
歯

科
医
師
会
か
ら
推
奨
さ
れ
た
。

　

し
っ
か
り
検
証
し
判
断
し
た

い
。

中学の「学力低迷」を突破せよ
答弁／教師の授業力向上で成果を

牛
房　

中
３
の
全
国
学
力
テ
ス

ト
が
平
成
26
年
か
ら
３
年
間
も

全
国
平
均
に
及
ば
な
い
。

　

原
因
は
何
か
、
向
上
へ
の
対

策
は
。

教
育
長　

昨
年
度
よ
り
今
年
度

は
伸
び
て
い
る
。

　

教
師
の
授
業
力
の
向
上
、
子

ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情
を
高
め

る
教
育
を
実
施
し
て
い
く
。

学
校
教
育
課
参
事　

具
体
的
に

は
志
免
町
全
教
職
員
２
５
０
名

に
対
し
、
年
間
70
回
の
研
修
と
、

先
生
１
人
１
人
に
対
し
個
別
に

指
導
、
支
援
を
し
て
い
く
。

牛
房　

学
力
調
査
表
に
よ
れ
ば

国
語
、
数
学
の
授
業
が
分
ら
な

い
、
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も

が
30
％
も
い
る
。

　

こ
の
子
ど
も
た
ち
に
学
習
の

意
欲
を
失
わ
せ
ず
前
向
き
の
気

持
で
学
習
に
取
組
ま
せ
る
た
め

に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

　

１
人
の
落
伍
者
も
出
さ
ず
子

ど
も
た
ち
の
夢
が
実
現
で
き
る

教
育
体
制
の
構
築
を
切
望
す

る
。

　

こ
の
た
め
に
は
す
べ
て
学
校

任
せ
だ
け
で
な
く
家
庭
学
習
、

地
域
・
行
政
の
支
援
と
町
を
あ

げ
て
の
取
組
を
強
く
要
請
し
た

い
。

教
育
長　

学
校
で
一
番
大
事
な

こ
と
は
今
日
は
こ
れ
が
で
き

た
、
こ
れ
が
分
っ
た
、
次
の
勉

強
が
楽
し
み
と
な
る
よ
う
な
授

業
づ
く
り
を
教
師
が
行
う
こ
と

だ
。

町
長　

学
校
へ
の
支
援
は
他
町

に
負
け
な
い
ほ
ど
手
厚
く
し
て

い
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
る
。

譲
り
あ
い
常
設
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

答
弁
／
考
え
る

牛
房　

中
学
卒
業
の
先
輩
か
ら

の
制
服
、
学
用
品
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
制
度
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長　

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

で
独
自
の
方
法
で
制
服
・
学
用

品
の
譲
り
あ
い
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

今
後
も
感
謝
の
心
を
育
む
た

め
、
各
団
体
に
働
き
か
け
た
い
。

牛
房　

２
中
学
在
校
生

１
３
０
０
人
、
今
春
の
入
学
予

定
４
８
０
人
、
譲
り
あ
い
の

ニ
ー
ズ
は
高
い
。

　

出
き
れ
ば
現
状
の
個
別
の
対

応
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
よ

る
常
設
の
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

利
用
者
の
便
宜
を
、
行
政
指
導

で
実
現
し
て
頂
き
た
い
。

町
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
主
導
し
て

行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

　

広
い
範
囲
で
何
か
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

志免町総合戦略８Pより志免中学校
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寺田 秀和 議員

一般質問一般質問

丸山 真智子 議員

土地開発や民間活用で税収増を
答弁／厳しい状況、民活は検討したい

丸
山　

竪
坑
櫓
周
辺
の
土
地
は

市
街
化
調
整
区
域
だ
が
、
外
す

た
め
に
何
か
動
き
は
あ
っ
て
い

る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

県
と
協
議
を

重
ね
た
と
こ
ろ
、
町
が
編
入
の

案
を
適
正
に
成
立
さ
せ
れ
ば
編

入
は
可
能
と
の
こ
と
。

　

現
在
、
事
務
を
進
め
て
い
る
。

丸
山　

税
収
を
増
や
す
発
想
が

必
要
。

　

例
え
ば
図
書
館
や
歴
史
資
料

館
を
建
て
る
の
も
、
民
間
が
建

て
た
中
に
入
り
、
テ
ナ
ン
ト
で

収
益
を
生
み
出
す
発
想
も
あ

る
。

町
長　

民
活
の
調
査
研
究
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
調
整
区
域

を
外
し
た
後
、
検
討
し
た
い
。

丸
山　

吉
原
地
域
の
流
通
・
工

業
地
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の

土
地
に
企
業
誘
致
な
ど
の
視

点
、
動
き
は
な
い
の
か
。

町
長　

地
権
者
を
差
し
お
い

て
、
私
ど
も
が
動
く
の
は
厳
し

い
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
に
は

答
弁
／
い
ろ
い
ろ
な
所
で
町
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る

丸
山　

志
免
町
で
小
学
講
師
の

傷
害
容
疑
、
路
上
の
強
盗
事
件

２
件
が
続
き
、
町
の
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
心
配
。

　

世
利
町
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

い
ろ
ん
な
所
へ
行
っ
て

町
の
Ｐ
Ｒ
も
し
て
い
き
た
い
。

丸
山　

職
員
が
68
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

着
て
役
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

た
ら
ど
う
か
。

　

竪
坑
櫓
の
寄
附
に
も
な
る
。

総
務
課
長　

町
制
80
周
年
記
念

に
向
け
て
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
て
い
る
。

丸
山　

イ
ク
ボ
ス
（
職
場
で
共

に
働
く
部
下
の
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
考
え
、
組
織
の
業
績
も

結
果
を
出
す
上
司
）
宣
言
に
取

り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

町
長　

近
隣
の
古
賀
市
が
し
て

い
る
の
で
、
よ
く
調
査
し
た
い
。

丸
山　

住
民
団
体
の
催
し
を
支

援
強
化
し
後
押
し
す
れ
ば
、
町

の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長　

町
の

魅
力
発
信
や
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
も
の
は
特
別
名

義
後
援
に
認
定
し
て
い
る
。

丸
山　

働
き
方
改
革
と
消
費
促

進
を
目
的
に
始
ま
っ
た
プ
レ
ミ

ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
の
取
組
み

は
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長　

商
工

会
員
の
中
で
も
賛
否
両
論
あ

り
、
動
向
を
み
た
い
。

消防団員の認知度と好感度
答弁／開かれた消防団を目指す

寺
田　

消
防
団
は
、
常
備
消
防

団
の
職
と
異
な
り
、
災
害
時
な

ど
非
常
勤
消
防
機
関
と
し
て
出

動
す
る
と
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
あ
る
こ
と
が
住
民
の
皆
に

十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

生
活
安
全
課
長　

操
法
大
会
や

防
火
演
習
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
民
運
動
会
で
地
域
に
根
差
し

町
民
に
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
る
。

寺
田　

消
防
団
勧
誘
が
来
れ

ば
、調
べ
た
り
す
る
の
で
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
消
防
団
の
コ
メ
ン

ト
や
意
見
を
の
せ
志
免
町
消
防

団
の
イ
メ
ー
ジ
を
紹
介
し
て

は
。

生
活
安
全
課
長　

町
長
日
記
や

写
真
を
載
せ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し

て
回
覧
し
て
い
る
。

寺
田　

志
免
町
で
も
若
い
世
代

の
方
に
伝
わ
り
や
す
く
、
消
防

団
突
撃
体
験
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
は
。

生
活
安
全
課
長　

今
後
開
か
れ

た
消
防
団
を
目
指
し
、
検
討
し

て
い
く
。

寺
田　

役
場
の
中
に
あ
る
テ
レ

ビ
に
消
防
団
の
活
躍
を
紹
介

し
、
皆
さ
ん
に
ク
リ
ー
ン
な
イ

メ
ー
ジ
を
出
し
て
は
。

生
活
安
全
課
長　

役
場
の
１
階

に
テ
レ
ビ
が
あ
り
、
担
当
課
と

協
議
調
整
し
、
可
能
で
あ
れ
ば

行
い
た
い
。

寺
田　

女
性
消

防
団
は
全
国
で

１
万
７
０
０
０

人
の
女
性
団
員

が
活
躍
し
て
、

広
報
活
動
、
Ｐ

Ｒ
活
動
、
老
人

宅
を
訪
問
、
防

火
活
動
、
救
命
救
急
指
導
な
ど
、

町
民
へ
幅
が
広
が
る
。

町
長　

女
性
が
入
る
と
男
性
消

防
団
も
活
気
が
出
て
、
今
後
積

極
的
に
募
集
を
か
け
て
い
き
た

い
。

生
活
道
路
も
幹
線
道
路
の
抜
け
道

答
弁
／
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
る

寺
田　

福
岡
東
環
状
線
が
開
通

し
大
的
交
差
点
が
渋
滞
し
抜
け

道
と
し
て
生
活
道
路
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。

町
長　

事
故
が
起
き
る
前
の
対

策
を
し
て
い
く
。

寺
田　

68
号
線
の
交
差
点
に
歩

行
者
分
離
信
号
機
や
視
覚
障
害

者
に
対
し
て
音
の
出
る
信
号
機

を
ふ
や
し
て
は
。

町
長　

現
場
を
確
認
し
県
警
や

県
に
お
願
い
し
そ
の
方
向
で
進

め
て
い
く
。
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一般質問一般質問

牟田口 武史 議員 野上 順子 議員

特別支援学校の子も町の子か
答弁／志免町の住民である

野
上　

特
別
支
援
学
校
に
通
う

子
ど
も
が
、
地
域
の
学
校
の
授

業
や
行
事
に
参
加
す
る
居
住
地

校
交
流
が
大
事
と
考
え
る
が
。

町
長　

地
域
に
住
み
続
け
る
に

は
、
交
流
は
必
要
。
今
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
で
き
て
い
る
。

野
上　

文
部
科
学
省
も
２
０

１
２
年
か
ら
本
格
的
に
推
進
を

し
て
い
る
。
町
の
対
応
は
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
春
の
ワ
ク
ワ
ク
講

座
が
広
報
に
の
っ
て
い
た
。
申

し
込
み
方
法
が
学
校
で
配
布
を

さ
れ
て
い
る
と
の
事
。

　

支
援
学
校
に
も
配
布
は
で
き

な
い
の
か
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長　

今
ま

で
の
流
れ
で
や
っ
て
き
た
。

　

今
後
は
支
援
学
校
の
事
も
勉

強
し
方
法
等
も
研
究
し
て
い

く
。

野
上　

ち
ょ
っ
と
し
た
事
が
つ

な
が
り
に
な
る
。

　

学
校
の
入
学
式
に
呼
ぶ
と
言

う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
所
も

あ
る
。

　

志
免
町
で
は
、
機
会
と
と
ら

え
て
い
く
事
は
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

な
い
と
思

う
。

野
上　

支
援
学
校
に
通
っ
て
い

る
子
ど
も
に
は
、
志
免
町
の
子

ど
も
と
し
て
の
対
応
は
し
な
い

の
か
。

教
育
長　

志
免
町
の
子
ど
も
で

あ
る
。
地
域
と
の
交
流
が
薄
れ

て
い
る
と
の
指
摘
だ
と
思
う
。

　

今
後
支
援
学
校
と
の
調
整
を

し
な
が
ら
、
過
去
は
受
け
入
れ

た
事
例
は
あ
る
。

　

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
気
軽
に

行
け
る
関
係
作
り
や
、
情
報
交

換
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。

野
上　

町
内
会
の
行
事
に
も
支

援
学
校
の
子
ど
も
が
い
け
る
対

策
も
と
っ
て
ほ
し
い
。

町
長　

支
援
学
校
に
行
っ
て
い

る
子
ど
も
も
、
志
免
町
の
子
ど

も
で
あ
る
。

　

町
内
会
長
に
も
機
会
を
と
ら

え
お
願
い
し
た
い
。

自
主
防
災
組
織
で
障
害
の
子
も
守
る

答
弁
／
自
主
防
災
組
織
に
職
員
も
入
る

野
上　

色
々
な
問
題
が
あ
り
、

自
主
防
災
組
織
が
な
か
な
か
作

れ
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

生
活
安
全
課
長　

今
後
職
員
が

町
内
会
に
入
り
、
組
織
強
化
を

は
か
っ
て
い
く
。

野
上　

防
災
に
関
し
て
も
支
援

学
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
は

地
域
と
触
れ
あ
う
事
が
少
な

い
。

　

地
域
と
の
結
び
つ
き
が
あ
れ

ば
安
心
で
あ
る
。

　

地
域
で
子
ど
も
達
を
守
る
事

を
自
主
防
災
の
中
で
お
願
い
し

た
い
。

学校教育の現状と対応
答弁／能動的、主体的に対応する

牟
田
口　

教
職
員
の
労
働
問
題

に
つ
い
て
、
他
の
職
業
と
比
べ

て
、
特
筆
し
て
長
い
と
の
発
表
。

　

町
内
の
学
校
の
先
生
方
に
つ

い
て
は
。

教
育
長　

勤
務
時
間
等
、
教
職

員
が
ど
れ
く
ら
い
働
い
て
い
る

の
か
整
理
す
る
よ
う
に
指
示
し

て
い
る
。

牟
田
口　

先
生
方
の
研
修
会
に

つ
い
て
質
問
だ
が
、
年
70
回
の

研
修
会
が
あ
る
そ
う
だ
が
。

学
校
教
育
課
参
事　

特
別
支
援

学
級
担
当
者
、
生
徒
指
導
担
当

等
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
会
を
行
っ

て
い
る
。

　

必
ず
年
２
回
か
３
回
の
研
修

を
町
内
で
受
け
て
い
る
。

牟
田
口　

中
学
校
の
部
活
動
に

つ
い
て
週
２
回
は
休
み
を
と
る

よ
う
に
と
あ
る
が
。

学
校
教
育
課
長　

両
中
学
と
も

毎
週
１
日
は
休
む
よ
う
に
し
て

い
る
。

牟
田
口　

学
習
指
導
要
綱
が
変

わ
る
が
、
毎
年
ご
と
に
変
わ
っ

て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
参
事　

10
年
に
１

度
。

牟
田
口　

教
員
免
許
に
つ
い
て

更
新
制
度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
参
事　

３
年
で
何

単
位
取
り
な
さ
い
と
い
う
指
示

が
出
る
。

牟
田
口　

教
育
要
綱
が
変
わ
り

部
活
の
指
導
等
、
先
生
た
ち
の

苦
労
は
大
変
。
効
率
的
に
先
生

た
ち
の
資
質
向
上
を
お
願
い
し

た
い
。

　

小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育

の
準
備
、
対
応
は
。

　

小
学
校
の
先
生
で
英
語
教
師

免
許
を
持
っ
て
い
る
先
生
は
い

る
の
か
。

学
校
教
育
課
参
事　

町
内
の
小

学
校
で
英
語
の
免
許
を
５
人
の

先
生
が
も
っ
て
い
る
。

　

研
修
を
通
し
て
英
語
の
指
導

が
で
き
る
よ
う
な
先
生
方
を
ふ

や
し
て
い
る
。

牟
田
口　

学
校
の
先
生
は
粕
屋

地
区
で
異
動
さ
れ
る
の
で
粕
屋

地
区
と
し
て
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

教
科
等
別
研
修
会
を

行
っ
て
い
る
。

　

次
期
の
学
習
指
導
要
領
で
は

情
報
教
育
が
中
心
と
な
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
指
示
ま
ち
で

は
な
く
、
能
動
的
、
主
体
的
に

特別支援学校志免中央小学校

対
応
、
考
え
を
見
つ
け
出
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
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一般質問 一般質問

古庄 信一郎 議員 助村 千代子 議員

ごみの資源化で循環型社会構築
答弁／できる事を進めたい

助
村　

近
年
ご
み
の
排
出
量
が

増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
ご
み
減

量
の
啓
発
や
リ
サ
イ
ク
ル
等
を

積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

生
活
安
全
課
長　

生
ご
み
の
水

切
り
の
徹
底
、
資
源
回
収
協
力

の
お
願
い
等
啓
発
を
行
っ
て
い

る
、
一
方
で
燃
え
る
ご
み
の
排

出
量
が
増
え
て
い
る
が
、
事
業

所
、
店
舗
等
の
増
加
に
も
要
因

が
あ
る
。

助
村　

紙
お
む
つ
は
良
質
な
パ

ル
プ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
リ
サ

イ
ク
ル
で
固
形
燃
料
、
土
壌
改

良
材
、
建
材
の
資
材
に
再
生
さ

れ
る
。
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
も
構
築
さ
れ
て
い

る
。

　

わ
が
町
も
取
り
組
み
を
。

町
長　

紙
お
む
つ
の
再
資
源
化

は
、
処
理
料
が
高
い
が
、
先
進

自
治
体
で
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
量
が

多
い
ほ
う
が
処
理
料
も
安
く
な

る
。

　

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
上

で
は
、
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

助
村　

限
り
な
く
ご
み
を
ゼ
ロ

に
し
て
、
循
環
型
の
町
を
目
指

す
よ
う
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
に
ツ
ケ
を

残
さ
な
い
、
地
球
温
暖
化
を
含

め
て
、
大
切
な
取
り
組
み
。
で

き
る
こ
と
は
進
め
て
い
き
た

い
。

見
守
り
活
動
の
基
盤
整
備
が
不
可
欠

答
弁
／
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

助
村　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
で
は
、
見
守
り
等
の
生
活
支

援
が
高
齢
者
を
支
え
る
重
要
な

取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
災
害
時
要
援
護
者
支
援

登
録
の
状
況
は
。

生
活
安
全
課
長　

名
簿
を
作
成

し
、
個
別
計
画
を
作
成
中
。
名

簿
掲
載
者
は
46
人
。

　

日
頃
か
ら
の
地
域
の
見
守
り

活
動
が
災
害
時
に
非
常
に
有

効
。

助
村　

高
齢
者
の
不
同
意
式
名

簿
の
町
内
会
で
の
活
用
は
。

生
活
安
全
課
長　

町
内
会
等
に

意
向
を
聞
き
、
現
在
10
町
内
会

と
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
供
し

て
い
る
。

助
村　

見
守
り
活
動
の
意
義
や

組
織
の
作
り
方
、
具
体
的
な
方

策
や
事
例
、
法
に
沿
っ
た
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
は
で
き
な
い
の
か
。

生
活
安
全
課
長　

ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
も
含
め
て
、
意
義
や
事
例
の

提
供
を
行
う
事
が
行
政
の
役
割

と
考
え
て
い
る
。

一般質問後の対応の共有化を
答弁／しっかり構築して行く

古
庄　

議
会
活
動
で
の
一
般
質

問
に
対
し
、
前
後
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

顛
末
整
理
簿
作

成
、
追
い
か
け
調
査
他
を
実
施
。

古
庄　

そ
れ
ら
が
見
え
な
い
。

　

私
の
質
問
提
言
を
例
に
伺
う
。

　

今
も
裁
判
中
だ
が
町
民
と
職

員
の
事
件
後
、
若
い
職
員
に
対

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
要

請
、
検
討
す
る
と
の
回
答
だ
っ

た
が
。

総
務
課
長　

不
当
要
求
行
為
等

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
。

古
庄　

別
次
元
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
要
請
し
た
訳
で
、
次
に
職
員

町
内
会
担
当
制
の
導
入
は
。

　

産
業
振
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
導
入
に
つ
い
て
は
。

　

優
良
企
業
等
の
表
彰
制
度
の

検
討
は
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長　

町
内

会
連
合
会
は
必
要
な
い
と
の
回

答
。

　

産
業
振
興
は
し
て
い
な
い
。

　

表
彰
制
度
は
現
時
点
で
は
困

難
。

古
庄　

公
民
館
建
て
替
え
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
策
定
は
。

　

歴
史
資
料
館
の
研
究
は
。

社
会
教
育
課
長　

い
ず
れ
も
そ

こ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

古
庄　

こ
れ
ら
の
質
問
後
の

フ
ォ
ロ
ー
結
果
は
何
も
聞
い
て

広
報
は
お
知
ら
せ
型
か
ら
対
話
型
へ

答
弁
／
考
え
直
す
時
期
だ

古
庄　

し
め
広
報
は
、
住
民
と

行
政
と
の
対
話
が
よ
り
重
要
と

さ
れ
る
地
方
自
治
の
変
革
に
と

も
な
い
、
現
在
の
お
知
ら
せ

型
広
報
か
ら
対
話
型
に
な
る
べ

き
。

町
長　

考
え
直
す
時
期
だ
。

古
庄　

広
報
チ
ェ
ッ
ク
体
制

は
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長　

し
て

い
な
い
。

古
庄　

疑
義
に
感
じ
る
掲
載

の
代
表
事
例
は
、
議
会
に
よ

る
飲
酒
運
転
撲
滅
条
例
の
制

定
情
報
、
文
化
及
び
体
育
協

会
の
行
事
紹
介
、
商
工
会
の

シ
ー
メ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
行
事
、

５
８
０
０
万
円
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
紹
介
等
が
皆
無
に
等
し
い
。

　

こ
れ
ら
の
取
扱
い
か
ら
も
広

報
の
あ
り
方
、
感
覚
に
疑
問
を

感
じ
る
。

町
長　

良
い
勉
強
を
し
た
。

　

今
後
し
っ
か
り
、
あ
り
方
等

も
検
討
し
作
り
上
げ
た
い
。

役場裏リサイクルボックス広報しめ

い
な
い
。

　

大
事
な
の
は
そ
の
後
の
経

緯
、
ス
テ
ッ
プ
を
お
互
い
共
有

す
る
こ
と
で
、
時
系
列
的
に
共

有
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
べ

き
。

　

で
な
い
と
一
般
質
問
は
形
骸

化
し
、
議
員
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
だ
け
に
な
る
。

町
長　

今
後
し
っ
か
り
と
構
築

し
て
行
き
た
い
。
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一般質問

末藤 省三 議員

追跡あん質問は
どうなったの？

　空き家問題は、放っておけば今以
上に難しくなる。
　危険廃屋の周辺の方は緊急事態が
何年も続いている。（H27年6月）

⬇
　以前から危険廃屋の一つであった
空き家について、空き家の相続人と
町との協議により、平成 29年 1月に
危険廃屋を解体していただいた。
　引き続き、空き家問題については
粘り強く取り組んでいく。

危険廃屋の
撤去について

　他市町では受付時間も長く、昼休
みなしで相談を受け付けているが、
昼休みも受け付けてはどうか。（H28
年９月）

　平成29年度より、昼休みを無くし
て相談を受け付ける。

⬇

かすや中南部広域
消費者センター（大的交差点・
志免交番2F）相談受付時間

年金カットをどう考えるか
答弁／大きく影響を受けると考える

末
藤　

国
会
で
は
年
金
カ
ッ
ト

法
案
が
強
行
採
択
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
っ
て
年
金
が
際
限
な
く

カ
ッ
ト
さ
れ
て
新
た
な
仕
組
み

が
導
入
さ
れ
た
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
調

整
が
長
期
化
し
、
年
金
が
さ
ら

に
下
が
る
の
を
防
ぐ
、
い
わ
ば

下
げ
ど
ま
り
と
す
る
の
が
、
将

来
確
保
の
本
当
の
意
味
に
な
っ

て
い
る
。

　

賃
金
マ
イ
ナ
ス
ス
ラ
イ
ド
が

導
入
さ
れ
れ
ば
、
引
き
下
げ
ら

れ
た
水
準
の
年
金
が
将
来
世
代

に
引
き
継
が
れ
る
。

　

高
齢
者
を
扶
養
し
、
生
活
や

介
護
の
支
援
を
し
て
い
る
現
役

世
代
に
と
っ
て
は
、
ダ
ブ
ル
パ

ン
チ
が
襲
い
か
か
る
。

　

増
税
で
物
価
は
大
幅
に
上
が

る
の
に
、
年
金
は
逆
に
下
が
る
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
悪
夢
の
よ

う
な
事
態
が
起
こ
る
。

　

さ
ら
に
、
年
金
積
立
金
管
理

運
用
独
立
行
政
法
人
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ

の
組
織
再
編
が
盛
り
込
ま
れ
て
。

　

年
金
財
政
の
安
定
に
貢
献

し
、
国
民
の
年
金
を
守
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
、
年
金
積
立
金

の
株
式
運
用
比
率
を
倍
増
さ

せ
、
株
価
つ
り
上
げ
の
道
具
に

し
て
い
る
。

　

投
機
的
運
用
を
や
め
る
べ
き

と
思
う
が
ど
の
よ
う
な
影
響
が

出
る
と
考
え
る
か
。

住
民
課
長　

現
在
の
年
金
制
度

は
、
賦
課
方
式
に
よ
り
世
代
間

で
支
え
合
う
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

高
齢
者
と
現
役
世
代
の
割
合

に
よ
り
、
大
き
く
影
響
を
受
け

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

町
長　

今
回
の
法
改
正
に
つ
い

て
、
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
は
大

き
い
も
の
が
あ
り
、
高
齢
世
帯

の
消
費
の
影
響
は
大
き
い
も
の

入
学
準
備
金
制
度
は
入
学
前
に

答
弁
／
近
隣
市
町
村
も
同
じ
く
検
討
中

末
藤　

就
学
援
助
の
基
準
を
引

き
下
げ
、
入
学
準
備
金
は
今
ま

で
５
月
、
６
月
頃
、
支
給
し
て

い
た
。

　

少
な
く
と
も
１
月
か
２
月
に

支
援
を
出
す
自
治
体
が
多
く

な
っ
た
が
志
免
町
と
し
て
ど
う

改
善
さ
れ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

志
免
町
も
真

剣
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

政府広報厚生労働省

が
あ
る
。

　

し
っ
か
り
と
注
視
し
て
い
き

た
い
。
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No. 報告の質疑 答弁

１ ・��予算に対して、収入を上げるような政策を一つも聞かな
いので心配。

・��税収を上げていくことは、議会も行政と一緒になり議論しな
がら対応を行っている。チェック機関としての議会の役割を
はたし税収を上げる。無駄をなくすことに努めている。

２ ・��災害発生時議員行動マニュアルについて、この議会災害
マニュアルには、町内会という言葉が入っていないが。

・��災害発生時議員行動マニュアルは、議員と議会が災害時にど
う行動するのかというものを作った。

３ ・��議会軽視とのことで、議会審議の時に行政の提出資料が
少ないと聞いたが本当か。

・��何億円というお金を議会で、承認するかしないかという事に
対しての説明が１、２枚の資料では到底議会は承服しかねる。
予算の撤回など厳しい対応を行っている。

４
・��小中学校のエアコン設置について、相当財政負担がかか
ると思う。エアコンは10年しかもたない、10年で交換
したら10年先同じような予算が要る。また過保護ではな
いかと思う。

・��議会も同様な事は申し上げた。審議の過程で議員からいろい
ろな意見がだされた。

５ ・学童保育の待機児童はどの程度いるのか。
・�140名程です。
※�３月１日現在、３年生までは全員入れました。詳しくは本号
P10

６ ・�学童保育の支援員不足をどう解消するのか。
・��子育て支援・ハローワーク・シルバー人材センターなどに広
く声をかける。

７ ・�保護者が運営することについてどう思うか。 ・�委員会の中でも審議している。

８ ・今後志免町の財政状況は。 ・１・２年の経過の中、議会も危機感をもって凝視している。

９ ・�空き家問題は今後どうなっているのか。 ・行政に権限がありません。持ち主に解体の依頼をする。

10 ・親が認知症で子供も障害者でお金の相談に乗ってほしい。
・��委員会でも後押しします。福祉課に相談されては、いかがでしょ
うか。

第７回

開かれた議会を目指して

２月14日 町民センター視聴覚室 ２月 15 日 シーメイトホール

議会報告会を 開催しました
町内２会場80人参加

議会あれこれ

27 26

第７回目となりました議会報告会。多くの方々にご参加いただき、ありがとうございました。２会場での質疑、意見、
アンケートをとりまとめました。
フリートークでの内容につきましては、次号の議会だよりで報告させていただきます。

はじめての参加でしたが、議員の方々は私
達の要望を熱心に聞いてくださいました。
聞き放しにならないよう、十分検討をお願

いします。

色々ななやみ、活動されてる
事のむずかしさを聞き、勉強
させられる意見交換でした。

関心のある問題を議員さんを
まじえて話してみたかったけ
れど時間がなかった。

80代

60代

60代

70代

60代 30代

80代

40代

60代

60代

60代

皆さんの意見が聞けて
良かったです。

年に数回やってもらいたい。
グラウンドゴルフの件、使用料
の件再検討をして下さい。

広く住民の意見がいろいろ聞くことができ、
町の事を考え直すよい機会となりました。

人数が少なく、町内会長をはじめ、公民館に強
く呼びかけてほしいと思いました。

参加した方からの色々な意見が聞けて良かったです。

昨年よりも町民の意見を聞こうとしていらっしゃるのが良く伝わ

りました。もっとよく伝わるようにするには、議会についての専

門用語（例えば○○委員会）や行政・町民・議会の位置づけなど

を解説すると議会や議員の役割を理解して上での意見が出やすい

と思います。

（議員さんに言ってもしかたない意見や、そもそも住民が自分で

やればよいアイデアなどが聞かれたため）

老人会として言いたい事を言いました。
又この様な機会を作って頂きたい。

フリートークの時間を主体に多くの時間取って長く機会も設けて欲しい。

こういう機会の場は貴重、継続を強く希望。

議員の対応はすばらしい、今後その意見反映についての努力に期待する

もの大である。

全体質問の際にテーマに絞らず、質問できるようにしてほしい。

町の議会の内容は議会だよりを読んだだけでは分からな
い、生の声を聞く事が出来てとてもべんきょうになった。

参加者で話し合う時間をもっと欲しい。
ワールドカフェ方式でやれば良いのでは。

テーマをしぼって欲しい。
総務文教・厚生建設分けてやったらどうか。




